
去
る
十
四
日(

金)

四
校
時

次
に
、発
表
し
た
の
は
湯
山
礼
実
さ
ん
で
「
社

に
体
育
館
に
お
い
て
、
全
生

会
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
演
題
で
し

徒
・
保
護
者
対
象
に
意
見
発

た
。
東
日
本
大
震
災
後
の
体
験
や
復
旧
へ
向
け

表
と
台
湾
交
流
の
報
告
会
を

た
人
々
の
様
子
か
ら
感
じ
た
事
を
発
表
し
て
い

行
い
ま
し
た
。

ま
し
た
。
そ
の
発
表
の
中
で
、
震
災
を
通
し
て

ス
タ
ー
ト
前
は
、
少
し
ざ

思
っ
た
事
は
「
平
和
に
慣
れ
す
ぎ
て
い
た
。
当

わ
つ
い
た
様
子
で
し
た
が
、

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
生
活
が
、
本
当
は
か

入
れ
な
が
ら
、
百
福
國
民
中
學
と
の
交
流
の
様

生
徒
に
よ
る
意
見
発
表
が
始

け
が
え
の
な
い
幸
せ
な
も
の
だ
っ
た
。
」
の
だ

子
等
が
十
分
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
る
と
集
中
し
真
剣
に
聞
い

と
気
づ
き
ま
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

交
流
先
で
披
露
し
た
｢
空
手
｣
や
｢
踊
り
｣
か
ら

て
い
る
生
徒
達
の
姿
が
印
象

二
人
の
意
見
発
表
の
後
は
、
台
湾
交
流
に
参

は
、
映
像
で
見
る
限
り
相
当
練
習
を
積
ん
だ
事

☆
第
六
十
二
回
全
琉
小
･
中
･
高
校
図
画
･
作
文
･

的
で
し
た
。

加
し
た
生
徒
達
に
よ
る
報
告
会
で
す
。
参
加
し

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
夏
休
み
か
ら
、
短
期
間

書
道
コ
ン
ク
ー
ル
（
優
良
賞
は
紹
介
済
み
）

最
初
に
発
表
し
た
の
は
、

た
十
名
の
生
徒
達
が
、
中
国
語
に
よ
る
自
己
紹

で
良
く
や
っ
た
な
と
い
う
感
じ
で
す
。

「
書
道
の
部
」
佳
作

上
原
大
地
さ
ん
に
よ
る
台
湾

介
を
行
い
ま
し
た
。
卒
業
生
の
許
茜
さ
ん
の
指

発
表
の
最
後
に
、
「
こ
こ
で
学
ん
だ
事
を
今

伊
覇
行
希
③
、
島
袋
希
恵
③

交
流
に
参
加
し
た
体
験
を
も

導
に
よ
る
勉
強
会
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
ま
し

後
の
学
校
生
活
や
私
た
ち
一
人
一
人
の
将
来
に

城
間
宗
近
③
、
島
袋
希
扇
①

と
に
し
た
発
表
で
し
た
。
発

た
。
一
瞬
体
育
館
の
空
気
が
変
わ
っ
た
よ
う
に

役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
四
日

「
作
文
の
部
・
散
文
」
佳
作

表
の
中
で
、
「
世
界
の
国
々

感
じ
る
ぐ
ら
い
の
自
己
紹
介
で
し
た
。

間
で
色
ん
な
事
を
学
び
、
と
て
も
良
い
交
流
で

丸
山
実
久
①
、
菅

真
祭
①

が
互
い
の
文
化
を
尊
重
し
、

発
表
の
方
は
、
全
員
で
三
泊
四
日
の
日
程
に

し
た
。
こ
の
交
流
を
通
し
て
、
異
文
化
理
解
の

高
山
朝
華
①

平
和
な
世
の
中
を
維
持
す
る

沿
っ
て
役
割
を
分
担
し
、
パ
ワ

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
の
学
校
生
活
に

「
作
文
の
部
・
韻
文
」
佳
作

た
め
に
で
き
る
こ
と
、
そ
れ

ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
た
プ
レ
ゼ

活
か
し
て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

大
林
百
合
香
③
、
城
間
宗
近
③

は
異
文
化
交
流
を
盛
ん
に
す

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま

最
後
に
名
嘉
ゆ
り
子
校
長
先
生
よ
り
、
「
今

新
里
潤
一
③
、
渡
慶
次
瑞
穂
③

る
事
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

し
た
。
写
真
や
映
像
等
を
取
り

日
の
発
表
を
聞
い
て
、
皆
さ
ん
も
台
湾
に
行
っ

中
村
一
斗
③
、
久
高
政
虎
①

た
よ
う
な
気
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

「
絵
画
の
部
」
佳
作

か
。
百
福
中
學
で
の
交
流
で
、
先
生
方
も
本
当

渡
慶
次
瑞
穂
③
、
大
島
す
ず
子
③

に
多
く
の
事
を
学
ば
せ
て
も
ら
い

城
間
喬
貴
②
、
平
野
実
仁
菜
②

ま
し
た
。
先
生
方
に
と
っ
て
、「
目

大
城

葵
②
、
奥
平
結
花
①

か
う
ろ
こ
」
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

台
湾
の
先
生
方
・
生
徒
達
が
本
当

に
良
く
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
た

と
き
に
、
私
た
ち
も
頑
張
ら
な
い

本
校
卒
業
生
で
現
高
校
三
年
生
の
鈴
木
太
陽

と
い
け
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

さ
ん
が
次
の
様
な
賞
を
受
賞
し
た
の
で
紹
介
し

こ
の
交
流
で
一
番
感
動
し
た
事
は

ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
裏
面
参
照
。

先
生
方
･
生
徒
達
の
｢
お
も
て
な
し

☆
第
九
回
文
字
･
活
字
文
化
大
賞

の
心
｣
の
素
晴
ら
し
さ
で
し
た
。」

県
青
少
年
意
見
文
・
小
論
文
コ
ン
ク
ー
ル

と
話
し
て
い
ま
す
。

教
育
長
賞
…
鈴
木
太
陽(

卒
業
生)

屋上へ避難！
－津波への対応のひとつ－

14日(金)合同帰りの会を屋上
にて実施。高さ10ｍ以内の津波
を想定しての避難訓練を兼ねて
のものでした。今回２回目とい
う事で、大きな混乱はなかった
ものの、各学級ごとに階段を移
動する時、真剣さを欠くような
生徒がかなりいた事が残念な部
分ではあった。真剣さを欠いた
訓練は、実際の場面では役に立
ちません。まずは口を閉じ、ど
んな情報も逃さないという心構
えが大切です。東日本大震災時
の事例を活かし、日頃から自分
の行動を考えて欲しい。大切な
かけがえのない命を守るために
も19日の避難訓練の成功を！

平成26年
11月17日

神原中
不定期35号

台湾交流報告会!!
～沖縄台湾相互交流事業 ３泊４日～ 神

中
し
ー
ぶ
ん

図
画
･
作
文
･
書
道
！

おめでとう!!
☆第51回那覇地区読書感想文
・感想画コンクール
優良賞…津波 琉①

☆陸上競技大会(学年別)
＜一位＞
宮城瞳樹③ ボール投げＢ
佐渡山梨里香②ボール投げＡ
山入端太一① 持久走Ｂ
富盛恵菜① 二段ジャンプＢ
富盛恵菜① ボール投げＡ

＜二位＞
長谷川智也③ 持久走Ａ
榎本神月① 持久走Ａ
玉城潤葉① ボール投げＡ

＜三位＞
宮城瞳樹③ 持久走Ｂ
長嶺將太③ ボール投げＡ
島袋栄里② 持久走Ａ
安里佑馬① 持久走Ｃ
玉城潤葉① 二段ジャンプＡ

出場した全員が入賞すると
いう快挙を成し遂げました。
校長先生も皆さんの活躍ぶり
に大変喜んでいました。

さあ！自分自身の実績づく
りのためにも、何かに集中して
取り組んで見ては？チャレンジ
精神を持ってベストを尽くせ。

卒
業
生
の
情
報
！

受賞おめでとうございます


